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発し、その微生物学分野への応用を行った。また、新たな蛍光基質である HNPP (2-hydroxy-3-naphthoic acid-2' 
phenylanilide phosphate) ならびに Fast Red TR に着目し、特定細菌のより高感度な検出法として HNPP-Fast Red 
TR in situ ハイプリダイゼーション (HNPP-FISH) 法を検討した。
活性を持つ細菌の検出にあたっては、生細胞内に普遍的に存在する酵素であるエステラーゼの活性、ならびに細菌
の持つ呼吸能に着目した。すなわち、細菌の持つエステラーゼ活性の評価には、エステラーゼによって蛍光物質 6-car­
boxyfl uorescein に加水分解される 6-carboxyfluoresceindiacetate (6CFDA) を用いた。また呼吸能を持つ細菌の検
出には、細胞の電子伝達系において蛍光物質 CTC-formazan に還元される 5-cyano-2 ，3-ditolyl tetrazolium chloride 
































ことにより、 10 ， 000個以上の細菌の生理活性を 1 分間で評価できるようになり、多検体の迅速処理への道を開いた。ま
た、従来の蛍光 in situ ハイブリダイゼーション法よりも高感度な HNPP-Fast Red TR in situ ハイブリダイゼーシ
ョン法による細菌の検出を試み、その蛍光強度の 8 倍以上の増強を実現した結果、自然環境中の微小な細菌、また活
性が弱く rRNA 量の少ない細菌をもその rRNA 配列をもとに特異的に検出できることを示した。
以上、蛍光活性染色法ならびに HNPP-Fast Red TR in situ ハイプリダイゼーション法は、生理活性を持つ細菌の
迅速かつ簡便な検出、特定細菌の高感度な検出を可能にするものであり、その応用は環境分野にとどまらず、医療、
保健、食品等、幅広い分野で期待され、博士(薬学)の学位を授与するにふさわしいと考える。
